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国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 理科
当てはまる 501,245 72.4 68.7 77.4 47.5 63.0
どちらかといえば、当てはまる 412,424 69.9 65.3 75.2 44.9 60.9
どちらかといえば、当てはまらない 129,134 65.5 58.7 70.8 40.3 56.4




国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 理科
よく行った 9,676 70.9 66.8 76.1 45.7 61.9
どちらかといえば、行った 9,589 69.3 64.4 74.6 44.0 60.2
あまり行っていない 883 66.6 60.6 72.4 40.8 57.3












①よく行った 51.4 33.4 11.8 3.3










①よく行った 49.5 36.7 11.5 2.2












①そのとおりだと思う 26.0 43.6 24.0 6.3

























































































































されるという効果である（Fonseca & Chi, 2011）。例





























































































































































































































国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 理科
当てはまる 417,339 72.9 69.2 77.7 47.7 63.3
どちらかといえば、当てはまる 389,927 70.6 66.3 75.7 45.5 61.4
どちらかといえば、当てはまらない 200,704 67.0 61.2 72.5 42.3 58.2





国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 理科
よく行った 9,618 70.8 66.5 75.9 45.4 61.8
どちらかといえば、行った 9,346 69.3 64.6 74.7 44.1 60.2
あまり行っていない 1,187 68.2 63.0 73.4 43.3 58.9













①よく行った 37.3 37.2 19.1 6.1
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